
令和７年度 都城市立山田小学校 学校運営協議会 実施報告 

１ 学校の概要 

学校名 都城市立山田小学校 校長名 岡田 新一 

学級数 ８ 児童生徒数 94名 職員数   １５名 

教 育 

目 標 
心豊で、知性に富み、たくましく生きる子どもの育成 

 

２ 学校運営協議会に関わる組織 

⑴ 委員（計７名）・事務局（計２名）  

学

校

運

営

協

議

会

委

員 

№ 所属名（役職） 氏 名 備  考 

 

事

務

局 

役  職 氏 名 

１ 山田小コーディネーター 筒井 由佳里 コーディネーター 校 長 岡田 新一 

２ 西栫郵便局長 西山 祐司  教 頭 藤元 聡枝 

３ 山田地区主任児童委員 椎屋 真知子     

４ 山田中央保育所所長 柿木 玲子     

５ 木之川内小学校校長 田口 真澄     

６ 元 PTA会長 川野 雅人 本校学校運営協議会委員長    

７ 令和７年度 PTA会長 福重  猛     

 

⑵ 組織編制  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 活動報告  

月 日 主な活動及び内容 

5月27日 
 
7月28日 

 
 
10月24日 
 
10月 7日 
12月10日 
 
１月 ７日 

 
1月28日 

第１回 山田小 学校運営協議会 
 〇委嘱状交付 〇協議会の主旨等説明 〇年間活動計画・学校経営等の説明 
令和７年度 山田ブロック学校運営協議会及び第２回山田小学校運営協議会 
 〇第１回学校運営協議会報告 〇山田地区共通の課題及び改善策について 
 〇各学校での協議等（共通理解事項・共通実践事項・学校独自の目標 など） 
第３回 山田小 学校運営協議会 
 〇２学期の児童の様子について 〇本年度の学校評価について 〇授業参観 
家庭科学習支援（第５学年 家庭科 ミシン操作の補助）※10/7～全５回の支援 
第４回 山田小 学校運営協議会 
 〇学校評価項目最終確認及び評価要領の説明 〇山田ブロック及び本校の「育てたい山田っ子像」について 
三学期始業日の朝の「あいさつ運動」 ※１月７日～１３日 
 〇山田小校区在住の民生児童委員のみなさんによるあいさつ運動及び登校見守り 
第５回 山田小 学校運営協議会 
 〇３学期の児童の様子 〇本年度の学校評価項目の結果報告等（成果と課題・課題に関する協議） 



４ 今年度実施した「熟議」のテーマ（小中合同学校運営協議会を含む） 

   ７月：「山田ブロック 『育てたい子ども像』」→ 自分から（自ら）動く 山田っ子 

      「山田小 『育てたい山田っ子像』」 → 自分で、じっくり考える子ども 

 

５ 学校運営協議会の意見を生かした特色ある取組 

 ⑴ 学校支援活動 

  ① 児童の家庭学習習慣を育むための放課後学習支援 

    山田小コーディネーター 筒井氏所属のかかしっ 

   こ学習塾。毎週火曜日の放課後に全学年の希望者を 

   集め、家庭学習の支援を実施。 

    学校運営協議会で話題になった「学力向上」のた 

   めの支援の在り方について、有志の方々と研鑽中。 

    母体は、山田地区社会福祉協議会。            【かかしっこ学習塾の様子】 

 

⑵ 教育課程の改善（カリキュラム・マネジメント） 

  〇 昨年度末の学校運営協議会において、委員の方から「地域の方が学校に気軽に行ける機会が欲 

しい」とのご意見をいただいた。そこで、本年度は委員の方を対象に参観日の授業参観を設定。 

                        ↓ 

   【成果】：現段階で可能な学校の地域への開放の足掛かりは準備できた。（職員への周知も行った） 

   【課題】：案内のタイミングや方法については改善が必要。 

 

⑶ 地域貢献活動 

〇 「自分から動く山田っ子」を育てるためのあいさつ運動 

    まちづくり協議会の提案で始まった「あいさつ運動」だが、 

本年度は、民生委員・児童委員の皆さんのあたたかな熱意ある 

   想いも加わり、三学期開始の１月７日から約１週間の実施。 

    初日は各学校区に在住の民生・児童委員の皆さんが学校に集 

   まり、正門等で児童を迎えてくださった。加えて、朝の登校見 

   守りも実施してくださった。                  【正門前でのあいさつ運動】 

 

６ 学校運営協議会の成果と課題 （〇：成果 ●：課題） 

 

７ 次年度の方向性 

○ 会の開催のたびに忌憚のないご意見をいただき、協議を行うことができた。また、委員の 

方々が、それぞれの立場で学校支援に関するアイディアのご提供や活動の支援を行っていた 

だけたことは大変ありがたかった。 

● 本年度も、会の開催は５回にとどまってしまった。毎回、意見交換や協議の際には貴重な

ご意見や地域で取り組むべき課題の提案等もあったが、会の開催に対して柔軟に対応できな

かったため、学校運営協議会としての具体的な活動まで高めることができなかった。 

 

 

① 「自分でじっくり考える山田っ子」の育成のために、地域に学校を開放する機会や、学校

が地域のためにできることを具体的に挙げて実践していく次年度にする。 

② 校内環境整備（主に屋外）について、PTA組織とともに支援や協力の輪を広げる。 

③ ①・②ともに広報や周知の工夫をする。 


